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『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
所
引
の
物
語
本
文 

小 

山 

順 

子 
 

＊
キ
ー
ワ
ー
ド 

伊
勢
物
語
・
伊
勢
物
語
愚
見
抄
・
一
条
兼
良
・
自
筆
本
・
注
釈 

 

は
じ
め
に 

  

一
条
兼
良
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
（
以
下
、
愚
見
抄
と
略
す
）
は
、
『
伊
勢
物
語
』

研
究
史
上
、
旧
注
の
嚆
矢
と
し
て
非
常
に
重
要
な
著
作
で
あ
る
。
大
津
有
一
・
田
中

宗
作
・
武
井
和
人
に
よ
る
先
行
研
究

（
１
）

が
あ
り
、
初
稿
本
と
再
稿
本
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
近
年
で
は
そ
の
中
間
段
階
の
本
が
あ
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

 

で
は
、
兼
良
が
愚
見
抄
を
著
す
際
に
使
用
し
た
物
語
テ
キ
ス
ト
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
小
稿
で
は
兼
良
の
物
語
研
究
の
根
幹
と
な
る
『
伊
勢
物

語
』
本
文
の
性
質
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 

 

一
、
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
の
諸
本 

  

愚
見
抄
は
、
初
稿
本
か
ら
再
稿
本
へ
、
基
本
的
に
は
増
補
さ
れ
て
展
開
し
て
い
る
。

本
稿
で
調
査
対
象
と
し
て
用
い
る
諸
本
を
掲
出
す
る
。 

（
一
）
初
稿
本 

 

初
稿
本
は
、
以
下
の
奥
書
を
有
す
る
（
後
掲
の
①
田
中
本
か
ら
引
用
）
。 

御
奥
書 

長
禄
四
年
冬
の
末
つ
か
た
、
彼
物
語
を
ひ
ら
き
見
侍
る
次
に
、
愚
見
の
及
所
い

さ
ゝ
か
し
る
し
い
だ
し
侍
り
。
す
べ
て
箱
の
底
に
か
く
し
て
、
し
き
み
の
外
に

出
す
べ
か
ら
ざ
る
物
也
。
桃
の
花
の
坊
に
す
み
侍
る
翁
が
筆
の
す
さ
み
に
書
侍

り
。 

 

こ
の
奥
書
か
ら
、
初
稿
本
は
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
冬
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
す
る
。
長
禄
四
年
、
兼
良
は
五
十
九
歳
で
あ
る
。
再
稿
本
は
残
さ
れ

た
写
本
も
多
く
、
刊
本
で
も
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
残
さ
れ
た
初
稿
本
は
き
わ
め
て

少
数
で
、
以
下
の
四
種
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。 

①
田
中
宗
作
蔵
斑
山
文
庫
旧
蔵
本
〈
田
中
本
〉 

②
国
文
学
研
究
資
料
館
鉄
心
斎
文
庫
蔵
本
（
98
―
721
）
〈
鉄
心
斎
本
〉 

・
東
海
大
学
付
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
本
（
桃
1374
） 

※
後
半
の
み 

・
竹
屋
子
爵
家
旧
蔵
本 
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但
し
東
海
大
学
付
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
本
は
閲
覧
停
止
、
竹
屋
子
爵
家
旧
蔵
本

は
品
田
太
吉
「
伊
勢
物
語
新
考
」
（
『
日
本
文
学
論
叢
』
昭
７
・
明
治
書
院
）
に
お
い

て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
は
所
蔵
不
明
で
あ
る
。
①
の
田
中
本
は
、
翻

刻
が
田
中
宗
作
『
伊
勢
物
語
研
究
史
の
研
究
』
（
昭
40
・
桜
楓
社
）
所
収
「
伊
勢
物

語
愚
見
抄
初
稿
本
（
翻
刻
）
」
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
翻
刻
に
よ
っ
て
初
稿
本
の

研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。 

 

田
中
本
は
、
田
中
に
よ
る
と
「
大
体
室
町
末
期
を
下
ら
な
い
書
写
の
よ
う
で
あ
る
」

と
の
こ
と
で
、
成
立
か
ら
時
代
を
経
ず
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
誤
写
誤
脱

の
可
能
性
は
当
然
あ
る
。
こ
の
①
田
中
本
の
本
文
を
相
対
化
す
る
の
が
、
②
鉄
心
斎
本

（
２
）

で
あ
る
。
す
で
に
影
印
が
『
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
古
注
釈
叢
刊 

第
9
巻
』
（
平

13
・
八
木
書
店
）
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
鉄
心
斎
文
庫
所
蔵
資
料
の
中
で
も
貴
重
な

も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

鉄
心
斎
本
に
は
、
田
中
本
が
持
つ
長
禄
奥
書
は
無
い
が
、
注
文
か
ら
た
し
か
に
初

稿
本
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
、『
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
古
注
釈
叢
刊 

第
9

巻
』
片
桐
洋
一
解
説
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
墨
に
よ
る
傍
記
、
朱
片
仮
名
書

き
に
よ
る
補
筆
が
入
っ
て
お
り
、
丁
寧
な
校
勘
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。 

 

鉄
心
斎
本
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
田
中
本
よ
り
も
丁
寧
で
詳
細
に
物
語
本
文
を
引

用
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
点
で
あ
る
。
以
下
に
一
例
を
示
す
。
傍
線
部
は
田
中
本
に

無
い
箇
所
、
（ 

）
内
は
田
中
本
の
み
に
あ
る
本
文
で
あ
る
。 

【
四
段
】 

又
の
と
し
の
む
月
に
、
梅
の
は
な
さ
か
り
に
、
こ
そ
を
こ
ひ
て
い
き
て
、
た
ち

て
み
、
ゐ
て
み
、
見
れ
と 

 

た
ち
て
み
つ
、
ゐ
て
み
つ
、
み
れ
と
も
、
と
い
ふ
也
。 

こ
そ
に
に
る
へ
く
も
あ
ら
す
、
う
ち
な
き
て
、
あ
は
ら
な
る
い
た
し
き
に 

 

あ
れ
た
る
（
也
。
）
西
の
た
い
の
人
、
外
に
か
く
れ
て
人
す
ま
ぬ
所
な
れ
は
、

荒
た
る
と
云
也
。 

 

傍
線
部
は
田
中
本
に
は
引
か
れ
て
お
ら
ず
、
物
語
本
文
は
「
た
ち
て
み
、
ゐ
て
見
、ゝ

れ
ど
」
「
あ
ば
ら
な
る
い
た
じ
き
に
」
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。
注
釈
は
そ
れ
ぞ
れ
、

「
立
ち
て
み
、
ゐ
て
み
、
見
れ
ど
」「
あ
ば
ら
な
る
」
の
箇
所
に
関
す
る
も
の
な
の
で
、

傍
線
部
が
無
く
と
も
特
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
た
め
に
省
略
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
省
略
が
兼
良
の
執
筆
段
階
、
書
写
の
段
階
、
い
ず
れ
に
な
さ
れ
た
も
の

か
は
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
、
本
文
引
用
が
丁
寧
で
あ
る
と
い
う

の
が
鉄
心
斎
本
の
特
徴
で
あ
る

（
３
）

。 

 

つ
ま
り
、
鉄
心
斎
本
は
、
従
来
初
稿
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
田
中
本
を
相
対

化
す
る
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
特
に
引
用
さ
れ
て
い
る
物
語
本

文
に
つ
い
て
は
、
よ
り
情
報
量
が
多
い
。
田
中
本
と
鉄
心
斎
本
の
本
文
を
併
せ
て
用

い
る
こ
と
で
、
初
稿
本
と
再
稿
本
の
間
に
あ
る
物
語
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
も
検
討

で
き
る
の
で
あ
る
。 

 
（
２
）
中
間
本 

③
刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
本
（
三
甲
―
994
）
〈
刈
谷
本
〉 

※
国
文
研
マ
イ
ク
ロ
資
料
（
30
―
30
―
3
、E

1
9
5
3

） 

④
武
井
和
人
蔵
本
〈
武
井
本
〉 
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③
刈
谷
本
は
、
長
禄
奥
書
を
持
つ
も
の
の
、
早
く
か
ら
大
津
有
一

（
４
）

に
よ
っ
て
初
稿

本
で
あ
る
こ
と
に
疑
義
が
挟
ま
れ
て
き
た
。
近
年
、
武
井
和
人
と
木
下
美
佳
が
初
稿

本
と
再
稿
本
の
中
間
に
位
置
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（
５
）

。
初

稿
本
か
ら
再
稿
本
へ
の
考
証
過
程
を
辿
り
う
る
の
み
な
ら
ず
、
本
稿
に
お
い
て
刈
谷

本
に
注
目
す
る
の
は
、
刈
谷
本
は
江
戸
時
代
初
～
中
期
の
書
写
で
は
あ
る
が
、
長
禄

奥
書
の
後
に
「
此
本
一
条
禅
閤
兼
良
御
筆
写
物
也
」
と
い
う
奥
書
を
有
す
る
こ
と
、

ま
た
愚
見
抄
で
は
基
本
的
に
物
語
本
文
は
必
要
箇
所
の
み
が
引
用
さ
れ
る
が
、
刈
谷

本
で
は
全
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

④
武
井
本
は
、『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
（
善
本
特
集 

第
21
輯
）
』
214
（
平
21
・

10
）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
、
武
井
和
人
の
所
蔵
と
な
っ
た
一
本
で
あ
る
。

武
井
和
人
・
木
下
美
佳
『
一
条
兼
良
自
筆 

伊
勢
物
語
愚
見
抄 

影
印
・
翻
刻
・
研
究
』

（
平
23
・
笠
間
書
院
）
に
影
印
・
翻
刻
を
収
め
公
刊
さ
れ
た
。
③
刈
谷
本
と
同
様
に
、

長
禄
奥
書
を
持
つ
が
初
稿
本
と
は
異
な
り
、
再
稿
本
へ
の
過
渡
的
な
本
文
を
有
す
る
。

但
し
、
刈
谷
本
と
は
異
な
る
中
間
本
で
あ
る
。
木
下
美
佳
解
説
「
一
条
兼
良
自
筆
本

『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
初
稿
本
→
刈
谷
本
→
再
稿
本
の
増

補
過
程
の
上
に
は
位
置
し
な
い
が
、
再
稿
本
へ
の
兼
良
の
考
証
過
程
を
表
す
本
で
あ

る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

（
３
）
再
稿
本 

 

再
稿
本
は
刊
本
も
出
版
さ
れ
て
お
り
数
も
多
い
が
、
愚
見
抄
所
引
の
物
語
本
文
に

つ
い
て
考
察
す
る
際
に
特
に
重
要
で
あ
る
の
が
、
兼
良
自
筆
本
の
以
下
の
一
本
で
あ

る
。 

⑤
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
伊
勢
物
語
愚
見
抄
下
巻
〈
時
雨
亭
本
〉 

 

⑤
時
雨
亭
本
に
は
以
下
の
奥
書
が
あ
る
（
以
下
、
奥
書
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に

よ
る
通
し
番
号
を
付
す
）
。 

〈
Ａ
〉
（
業
平
略
伝
、
本
文
略
） 

京
極
黄
門
伊
勢
物
語
両
本
奥
書 

 

一
本
云
、 

〈
Ｂ
〉
（
定
家
武
田
本
奥
書
） 

合
多
本
所
用
捨
也
。
可
備
証
本
。 

近
代
以
狩
使
事
為
端
之
本
出
来
。
末
代
之
人
今
案
也
。
更
不
可
用
之
。 

此
物
語
、
古
人
之
説
不
同
。
或
称
在
中
将
之
自
書
、
或
称
伊
勢
之
筆
作
。
就
彼

此
有
書
落
事
等
。
上
古
之
人
、
強
不
可
尋
其
作
者
。
只
可
翫
詞
花
言
葉
而
已
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

戸
部
尚
書 

判 

 

一
本
云
、 

〈
Ｃ
〉
（
定
家
根
源
本
奥
書
） 

抑
伊
勢
物
語
根
源
、
古
人
説
々
不
同
。（
中
略
）
件
本
狼
藉
奇
怪
者
也
。
伊
行
所

為
也
。
不
用
之
。 

 
 

先
年
所
書
之
本
、
為
人
被
借
失
。
仍
為
備
証
本
、
重
所
校
合
也
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

戸
部
尚
書 

判 

〈
Ｄ
〉
（
愚
見
抄
再
稿
本
跋
文
） 

長
禄
之
末
年
、
披
覧
此
物
語
之
次
、
粗
考
古
抄
之
誤
、
聊
書
今
案
之
説
。
件
本

漸
流
布
世
間
。
有
伝
写
之
輩
歟
。
爰
上
都
擾
乱
後
、
南
京
閑
居
之
暇
、
重
加
校

合
、
非
無

謬
。
仍
更
染
禿
翰
、
別
編
愚
抄
。
専
以
閑
麗
翁
之
艶
詞
為
肝
要
、
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併
以
定
家
卿
之
勝
説
為
指
南
。
蓋
不
失
昔
物
語
之
本
意
、
欲
為
大
和
歌
之
助
縁

也
。
旧
為
一
巻
、
今
分
上
下
。
若
数
寄
之
輩
有
書
写
之
志
者
、
以
此
本
可
為
正

而
已
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

文
明
六
年
小
春
中
幹
日 

 

沙
門
花
押 

〈
Ｅ
〉 

愚
見
抄
二
帖
、
大
内
左
京
兆

政
弘

朝
臣

令
所
望
之
間
、
所
令
附
属
也
。
老
筆
狼
藉
定
可

招
後
嘲
者
歟
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

文
明
八
年
七
月
上
澣 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

老
比
丘
花
押 

〈
Ｆ
〉 

右
愚
見
抄
下
巻
、
一
条
禅
閤
御
筆
也
。

此
抄
則
彼
公

御

作

也

。

上
巻
紛
失
可
惜
而
已
。 

 

⑤
時
雨
亭
本
に
は
、
業
平
略
伝
・
武
田
本
奥
書
・
根
源
本
奥
書
の
後
に
、
Ｄ
の
兼

良
に
よ
る
再
稿
本
跋
文
、
Ｅ
の
兼
良
に
よ
る
書
写
奥
書
が
あ
る
。
愚
見
抄
再
稿
本
は
、

初
稿
本
の
十
四
年
後
の
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
、
兼
良
七
十
三
歳
の
時
の
著
作
で
あ

る
。
再
稿
本
成
立
の
二
年
後
、
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
七
月
に
大
内
政
弘
の
求
め

に
応
じ
て
兼
良
自
身
が
書
写
し
た
の
が
、
時
雨
亭
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
な

お
時
雨
亭
本
は
Ｆ
の
為
広
奥
書
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
上
巻
は
失
わ
れ
、
冷
泉
為
広

に
よ
っ
て
補
写
さ
れ
て
い
る
の
で
、
兼
良
自
筆
は
下
巻
の
み
で
あ
る
。 

 

時
雨
亭
本
は
影
印
が
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
41
『
伊
勢
物
語
・
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』

（
平
10
・
朝
日
新
聞
社
）
に
、
翻
刻
が
『
伊
勢
物
語
古
注
釈
大
成 

第
三
巻
』（
平
20
・

笠
間
書
院
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

 

二
、
先
行
研
究 

  

愚
見
抄
所
引
の
物
語
本
文
に
つ
い
て
は
、
池
田
亀
鑑
が
、「
こ
れ
は
桃
花
房
の
家
本

と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
大
体
流
布
本
の
如
く
思
は
れ
、
嘉
吉
校
合

本
を
底
本
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
愚
見
抄
の
本
文
も
亦
同
様
で
あ
る
点
か
ら
見
る

と
、
兼
良
の
勢
語
本
文
に
対
す
る
考
へ
は
、
随
時
展
開
し
た
も
の
と
思
は
れ
る

（
６
）

」（
傍

線
、
引
用
者
）
と
指
摘
し
て
い
る
の
が
早
い
。
池
田
が
「
こ
れ
」
と
す
る
の
は
、
当

時
池
田
の
架
蔵
で
あ
っ
た
現
天
理
図
書
館
蔵
兼
良
本
の
こ
と
、
嘉
吉
校
合
本
は
藤
原

藤
房
筆
本
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
二
本
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
。 

 

ま
た
田
中
宗
作

（
７
）

は
、
再
稿
本
が
持
つ
Ｂ
・
Ｃ
の
定
家
奥
書
や
、
Ｄ
再
稿
本
跋
文
お

よ
び
本
文
注
文
に
散
見
す
る
「
定
家
自
筆
本
云
」
な
ど
の
文
言
か
ら
、
定
家
校
定
本

に
依
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
し
、
さ
ら
に
池
田
説
を
引
用
し
た
上
で
、
愚
見

抄
の
本
文
は
「
大
体
流
布
本
に
よ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
但
し
、

天
福
本
や
塗
籠
本
と
一
致
す
る
例
を
挙
げ
、「
愚
見
抄
本
文
に
は
、
注
目
す
べ
き
幾
多

の
問
題
を
含
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
て
お
こ
う
」
と
問
題
提
起
を

行
っ
て
い
る
。 

 

近
年
で
は
、
時
雨
亭
本
の
翻
刻
を
収
め
た
『
伊
勢
物
語
古
注
釈
大
成 

第
三
巻
』

の
片
桐
洋
一
・
鈴
木
隆
司
に
よ
る
解
説
（
以
下
、
片
桐
・
鈴
木
解
説
と
略
す
）
の
中

で
、
引
用
さ
れ
て
い
る
物
語
本
文
に
つ
い
て
も
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
片
桐
・

鈴
木
解
説
は
、
後
掲
す
る
天
理
図
書
館
蔵
兼
良
筆
本
の
本
文
と
比
較
し
、
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。 



 9 

現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
天
福
本
系
統
の
本
文
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
応
仁
二
年

桃
華
老
人
の
奥
書
を
持
つ
天
理
図
書
館
蔵
一
条
兼
良
本
の
本
文
と
も
か
な
り
異

な
っ
て
い
る
。（
…
…
）
兼
良
本
と
一
致
せ
ず
天
福
本
に
一
致
し
て
い
る
二
箇
所

に
つ
い
て
は
、
他
に
も
武
田
本
以
外
の
定
家
本
や
古
本
（
別
本
）
、
あ
る
い
は
広

本
系
・
略
本
系
な
ど
と
も
一
致
し
て
お
り
、
愚
見
抄
本
文
に
天
福
本
固
有
の
本

文
と
一
致
す
る
箇
所
は
見
い
だ
せ
な
い
。
一
方
、
天
福
本
と
一
致
せ
ず
兼
良
筆

本
と
一
致
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、（
…
…
）
武
田
本
独
自
の
本
文
に
一
致

す
る
箇
所
が
多
く
、
愚
見
抄
の
伊
勢
物
語
本
文
が
、
武
田
本
系
統
の
本
に
影
響

を
受
け
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。（
…
…
）
兼
良
が
愚
見
抄
を
書
く
際
に
非

定
家
本
系
統
の
本
を
含
む
多
く
の
伊
勢
物
語
を
見
て
い
た
こ
と
も
確
か
な
よ
う

で
あ
る
。
た
だ
し
、
定
家
本
以
上
に
非
定
家
本
の
本
文
を
尊
重
さ
れ
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。（
…
…
）
愚
見
抄
の
伊
勢
物
語
本
文
が
広
本
系
な
ど
非
定
家
本
の

本
文
と
の
み
一
致
し
て
い
る
箇
所
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
う
し
た
伊
勢
物
語

か
ら
直
接
に
影
響
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、

愚
見
抄
の
伊
勢
物
語
本
文
は
、
い
わ
ゆ
る
根
源
本
な
ど
比
較
的
初
期
の
定
家
本

と
武
田
本
の
本
文
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
な
検
討
に
よ
れ
ば
、
愚
見
抄
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
相
当
に
乱
れ

た
伊
勢
物
語
の
本
文
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は

現
代
の
我
々
の
目
か
ら
見
て
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
や
は
り
愚
見
抄
の
伊
勢

物
語
本
文
は
、
兼
良
に
よ
る
当
時
の
本
文
研
究
の
成
果
と
見
て
お
く
べ
き
も
の

で
あ
ろ
う
。 

 

重
要
な
指
摘
に
傍
線
を
付
し
た
。
武
田
本
系
統
本
文
と
の
一
致
が
見
ら
れ
、
基
本

的
に
は
武
田
本
系
統
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
但
し
そ
れ
と
も
一
致
し
な
い

箇
所
も
見
い
だ
さ
れ
、
根
源
本
な
ど
初
期
定
家
本
と
武
田
本
の
本
文
か
ら
影
響
を
受

け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
兼
良
に
よ
る
当
時
の
本
文
研
究
の

成
果
と
し
て
愚
見
抄
所
引
の
伊
勢
物
語
本
文
を
位
置
付
け
て
い
る
。 

 

こ
の
片
桐
・
鈴
木
解
説
に
よ
る
考
察
は
、
お
お
む
ね
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、

補
う
べ
き
点
が
あ
る
。 

 

一
点
目
は
、
愚
見
抄
の
引
用
本
文
の
初
稿
本
・
再
稿
本
間
の
異
同
に
つ
い
て
は
触

れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
二
点
目
は
、
片
桐
・
鈴
木
解
説
で
兼
良
筆
本
と
し
て
は
、

後
掲
す
る
天
理
図
書
館
蔵
本
を
用
い
て
い
る
が
、
解
説
刊
行
後
に
新
た
に
公
刊
・
報

告
さ
れ
た
資
料
も
あ
り
、
よ
り
多
く
の
重
要
な
資
料
と
対
校
で
き
る
点
で
あ
る
。 

 

愚
見
抄
所
引
の
物
語
本
文
が
、
兼
良
の
『
伊
勢
物
語
』
研
究
の
根
幹
を
な
す
も
の

で
あ
る
こ
と
を
思
量
す
る
と
、
再
稿
本
の
本
文
が
兼
良
の
最
終
的
な
校
訂
本
文
で
あ

り
、
ま
た
兼
良
自
筆
本
で
あ
る
時
雨
亭
本
が
最
も
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
無
論

で
あ
る
。
で
あ
る
と
し
て
も
、
初
稿
本
か
ら
中
間
本
、
再
稿
本
へ
の
過
程
に
お
け
る

物
語
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
も
併
せ
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
質
に
つ

い
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
兼
良
自
筆
の
武

井
本
や
兼
良
筆
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
、
新
た
に
報
告
さ
れ
た
資
料
も
あ
り
、
こ
れ
ら

も
加
え
て
よ
り
詳
細
な
対
校
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 
以
下
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
な
が
ら
、
愚
見
抄
所
引
の
物
語
本
文
を

再
検
討
す
る
。 
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三
、
一
条
兼
良
筆
本
『
伊
勢
物
語
』 

  

愚
見
抄
の
初
稿
本
・
中
間
本
・
再
稿
本
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
で
詳
述
し
た
の
で
、

兼
良
筆
『
伊
勢
物
語
』
諸
本
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

 

ま
ず
、
片
桐
・
鈴
木
解
説
で
対
校
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
天
理
本
で
あ
る
。 

１
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
兼
良
筆
本
（
913
・
32
―
イ
31
）
〈
天
理
本
〉 

 

天
理
本
は
以
下
の
奥
書
を
有
す
る
。
既
出
の
奥
書
は
本
文
を
省
略
す
る
。 

〈
B'
〉
（
Ｂ
定
家
武
田
本
奥
書
の
後
半
「
此
物
語
…
…
」
の
み
） 

〈
Ｇ
〉
（
為
相
奥
書
） 

 
 

以
祖
父
卿
真
筆
本
、
不
違
一
字
書
写
校
合
了
、
可
備
証
本
矣
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
為
相 

在
判 

〈
Ｈ
〉 

辞
上
都
平
安
城
之
旧
居
、
寓
南
京
春
日
之
里
之
旅
店
、
以
閑
寂
之
暇
、
終
書
写

之
訖
。
雖
相
顧
悪
筆
、
頗
可
備
證
本
物
歟
。 

 
 

応
仁
二
年
九
月
日 

桃
華
老
人 

 

池
田
亀
鑑
旧
蔵
本
。
池
田
亀
鑑
『
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究
（
研
究
編
）
』
（
昭

35
・
有
精
堂
出
版
）
第
一
篇
第
三
章
第
四
節
第
四
項
（
流
布
本
系
統
）
第
二
類
六
「
一

條
兼
良
本
伊
勢
物
語
」
に
、
「
架
蔵
の
一
本
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
本
で
あ
り
、

「
本
書
の
筆
者
は
、
果
し
て
桃
華
老
人
、
一
條
兼
良
そ
の
人
で
あ
る
か
否
か
不
明
で

あ
る
。
萬
一
兼
良
自
筆
で
な
い
と
し
て
も
、
彼
を
下
る
こ
と
あ
ま
り
遠
か
ら
ざ
る
時

代
の
書
寫
に
係
る
も
の
な
る
こ
と
は
疑
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

天
理
本
は
Ｂ
武
田
本
定
家
奥
書
の
後
半
部
と
Ｇ
為
相
奥
書
の
後
に
、
応
仁
二
年
（
一

四
六
八
）
九
月
の
兼
良
奥
書
を
有
し
て
お
り
、
兼
良
六
十
七
歳
の
時
の
書
写
で
あ
る

と
知
ら
れ
る
。
但
し
１
天
理
本
の
兼
良
筆
本
の
筆
跡
に
は
兼
良
の
特
徴
を
見
い
だ
せ

な
い
。
自
筆
本
と
は
見
な
し
が
た
く
、
室
町
末
期
に
兼
良
筆
本
を
書
写
し
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

以
下
、
片
桐
・
鈴
木
解
説
の
対
校
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
、
重
要
な
兼
良
本
に
つ

い
て
述
べ
る
。 

２
吉
田
幸
一
蔵
伝
藤
原
藤
房
筆
本
〈
藤
房
本
〉 

 

影
印
・
翻
刻
が
古
典
文
庫
624
『
伊
勢
物
語 

伝
藤
原
藤
房
筆
本
』
（
平
10
・
古
典

文
庫
）
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
池
田
亀
鑑
・
大
津
有
一
・
福
井
貞
助
・

武
井
和
人
・
吉
田
幸
一
に
よ
っ
て
詳
し
い
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る

（
８
）

。
藤
房
本
は
紅
梅

文
庫
旧
蔵
本
で
、
67
丁
裏
五
行
目
ま
で
が
藤
原
藤
房
筆
、
同
六
行
目
以
後
が
一
条
兼

良
の
補
筆
で
あ
る
。
藤
原
（
万
里
小
路
）
藤
房
は
、
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
生
、

没
年
未
詳
。
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
の
公
卿
。
後
醍
醐
天
皇
の
側
近
と
し

て
討
幕
運
動
に
参
画
し
、
建
武
政
権
で
は
要
職
を
担
っ
た
人
物
で
あ
る
。 

 

な
お
２
は
、
兼
良
筆
の
補
筆
部
分
の
み
な
ら
ず
、
全
冊
に
わ
た
っ
て
兼
良
が
堯
孝

本
・
定
家
本
に
よ
っ
て
校
合
を
加
え
て
お
り
、
兼
良
の
『
伊
勢
物
語
』
研
究
の
跡
が

残
さ
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
奥
書
を
掲
出
す
る
。 

〈
Ｉ
〉
（
業
平
官
歴
、
本
文
略
） 

〈
Ｂ
〉
（
定
家
武
田
本
奥
書
） 

近
代
以
狩
使
事
為
端
之
本
出
□
末

（
来
）

代
之
人
今
案
也
。
更
不
可
用
之
。 

此
物
語
、
古
人
之
説
不
同
。
或
称
在
中
将
之
自
書
、
或
称
伊
勢
之
筆
作
。
就
彼
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此
有
書
落
事
等
。
上
古
之
人
、
強
不
可
尋
。
其
作
者
、
只
可
翫
詞
花
言
葉
而
已
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

戸
部
尚
書 

在
判 

〈
Ｇ
〉
（
為
相
奥
書
） 

〈
Ｃ
〉
（
定
家
根
源
本
奥
書
） 

〈
Ｊ
〉
（
堯
孝
奥
書
） 

此
草
子
借
或
好
士
之
本
、
誂
人
令
書
写
之
、
予
加
校
合
畢
。
随
分
秘
蔵
本
云

々

。

雖
然
以
未
所
注
之
文
字
奥
書
等
、
僻
字
少
々
在
之
歟
。
但
書
様
文
字
遣
以
下
不

違
彼
本
写
之
間
、
不
及
料
簡
者
也
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

権
少
僧
都
堯
孝 

在
判 

〈
Ｋ
〉 

此
伊
勢
物
語
古
本
、
女
房
令
所
持
也
。
但
奥
詞
未
終
功
、
又
誤
字
落
字
多
也
。

仍
借
堯
孝
僧
都
本
、
加
校
合
、
又
書
継
奥
詞
。
件
本
以
朱
注
訓
釈
、
今
以
墨
書

之
又
□
本

（
彼
）

有
落
字
不
審
事
等
。
仍
以
此
本
為
正
不
必
改
之
。
従
善
古
人
之
格
言

也
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

詞
林
樗
散
花
押 

〈
Ｌ
〉 嘉

吉
三
年
八
月
下
旬
、
以
定
家
卿
真
筆
本
重
校
合
畢
。
但
件
本
奥
端
朽
損

端
哥
「
お
き
も
せ
す
ね
も
せ
て
」
と
い
ふ
哥
よ
り
端
不
見
。
奥
は
「
野
と

な
ら
は
う
つ
ら
と
な
り
て
」
と
い
ふ
哥
よ
り
奥
不
見
。
中
間
一
二
枚
又
朽

損
。
件
本
白
色
小
草
子
也
。
冷
泉
中
将
持
和
朝
臣
、
借
用
或
人
令
見
予
之

次
、
加
校
合
畢
。 

 
 

 
 

 
 

花
押 

〈
Ｍ
〉 傍

付
訓
釈
等
定
家
自
筆
本
不
載
之
。
想
是
後
人
為
談
義
、
注
付
者
歟
。
悉

次
虚
誕
事
、
不
可
信
用
也
。 

〈
Ａ
〉
（
業
平
略
伝
、
本
文
略
） 

〈
Ｎ
〉
（
登
場
人
物
略
伝
、
本
文
略
） 

〈
Ｏ
〉 以

上
伊
勢
物
語
謌
百
九
十
五
首 

〈
Ｐ
〉 大

和
物
語 

業
平
子
滋
春
作

在
次
君

 

 

Ｌ
の
兼
良
奥
書
に
は
、
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
八
月
に
定
家
筆
本
に
よ
り
校
合

し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
嘉
吉
三
年
当
時
、
兼
良
は
四
十
二
歳
。
愚
見
抄
初
稿
本

よ
り
も
前
に
筆
写
し
た
『
伊
勢
物
語
』
と
し
て
、
兼
良
の
『
伊
勢
物
語
』
研
究
の
上

で
も
重
要
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
Ｊ
は
堯
孝
に
よ
る
本
奥
書
で
あ

り
、
Ｋ
奥
書
に
よ
る
と
、
堯
孝
本
を
用
い
て
校
合
し
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

堯
孝
本
は
、
天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
蔵
堯
孝
本
（
913
・
32
―
イ
9
）
が
存

し
て
い
る
〈
以
下
、
堯
孝
本
〉
。
堯
孝
本
に
は
、
Ｃ
定
家
根
源
本
奥
書
・
Ｉ
業
平
官
歴
・

Ｂ
定
家
武
田
本
奥
書
・
Ｇ
為
相
奥
書
の
後
に
、
本
奥
書
と
し
て
Ｊ
堯
孝
奥
書
が
あ
り
、

再
び
Ｂ
定
家
武
田
本
奥
書
、
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
為
家
奥
書
を
有
し
て
い
る
。

兼
良
が
堯
孝
本
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
、
藤
房
本
の
Ｊ
・
Ｋ
奥
書
か
ら
判
明
す
る

の
で
、
こ
の
堯
孝
本
の
本
文
も
合
わ
せ
て
調
査
し
た
。 

 

片
桐
・
鈴
木
解
説
の
後
で
報
告
さ
れ
た
の
が
、
次
の
一
本
で
あ
る
。 

３
佐
渡
博
物
館
蔵
佐
藤
樌
界
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
〈
佐
渡
博
本
〉 
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藤
島
綾
「
佐
渡
博
物
館
蔵
『
伊
勢
物
語
』
―
解
題
・
影
印
―
」（
『
調
査
研
究
報
告
』

30
、
平
22
・
３
）
に
、
解
題
が
付
さ
れ
、
全
冊
の
影
印
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
奥

書
は
以
下
の
通
り
。 

〈
Ｃ
〉
（
定
家
根
源
本
奥
書
） 

〈
Ｉ
〉
（
業
平
官
歴
、
本
文
略
） 

〈
Ｂ
〉
（
定
家
武
田
本
奥
書
） 

〈
Ｇ
〉
（
為
相
奥
書
） 

〈
Ｑ
〉 

応
仁
己
丑
歳
孟
夏
中
澣
日
、
老
眼
馳
禿
筆
以
或
本
加
書
写
了
。
頗
可
備
証
本
者

也
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

桃
華
老
人

在判 

〈
Ｒ
〉 

彼
御
自
筆
不
違
一
字
書
写
校
合
了
。 

文
明
十
八
年
十
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

従
五
位
下
行
源
昌
康 

 

応
永
三
年
（
一
四
六
九
）
五
月
の
兼
良
奥
書
が
付
さ
れ
て
お
り
、
兼
良
六
十
八
歳

の
時
に
写
し
た
本
を
、
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
に
源
昌
康
が
書
写
し
た
も
の
で

あ
る
。
１
天
理
本
の
翌
年
に
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
１
天
理
本
と

３
佐
渡
博
本
の
二
冊
は
、
愚
見
抄
の
初
稿
本
か
ら
再
稿
本
の
間
に
書
写
さ
れ
た
本
で

あ
る
、
と
い
う
点
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。 

 

な
お
他
に
も
、
兼
良
筆
本
と
伝
え
ら
れ
る
本
が
、
永
青
文
庫
・
国
文
学
研
究
資
料

館
鉄
心
斎
文
庫
に
あ
る
。 

 

永
青
文
庫
本
は
影
印
が
勉
誠
社
文
庫
111
『
伊
勢
物
語 

伝
一
条
兼
良
筆
本
』
（
昭

57
・
勉
誠
社
、
解
説
・
片
桐
洋
一
）
と
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
10
『
伊
勢
物
語
・

大
和
物
語
』
（
昭
59
・
汲
古
書
院
、
解
説
・
迫
徹
朗
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
奥
書

は
１
天
理
本
と
同
じ
B'
を
持
つ
。
片
桐
解
説
は
「
い
わ
ゆ
る
武
田
本
系
の
本
文
と
見

て
よ
い
よ
う
で
あ
る
」
、
迫
解
説
は
「
本
書
は
こ
の
天
理
本
と
書
写
関
係
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
な
い
で
も
な
い
。
た
だ
し
、
後
に
述
べ
る
本
書
の
独
自
異
文
を
天
理
本
は

持
た
な
い
。（
中
略
）
本
書
の
本
文
が
武
田
本
系
統
に
属
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

思
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
兼
良
お
よ
び
天
理
本
と
関
連
が
あ
る
と
は
思
わ
れ

る
が
、
兼
良
奥
書
を
有
し
て
は
い
な
い
の
で
、
今
回
は
紹
介
に
と
ど
め
て
お
く
。 

 

国
文
学
研
究
資
料
館
鉄
心
斎
文
庫
蔵
（
98
―
18
）
の
伝
一
条
兼
良
筆
本
は
、
奥

書
は
無
く
、
箱
蓋
左
肩
に
題
簽
「
一
条
兼
良
本 

伊
勢
物
語
」
、
帙
中
央
に
題
簽
「
伊

勢
物
語 

伝
一
条
兼
良
筆
」
と
あ
る
本
で
あ
る
。
56
丁
表
（
75
段
途
中)

か
ら
58
丁

裏(

78
段
途
中
）
ま
で
は
後
人
に
よ
る
補
筆
で
あ
り
、「
涙
に
は
以
下
三
枚
後
お
ほ
み

ゆ
き
以
上
／
飛
鳥
井
雅
章
補
筆
」
と
井
上
通
泰
に
よ
る
極
書
が
あ
る
。
日
本
古
典
全

集
第
三
期
八
『
伊
勢
物
語
』（
昭
３
・
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
）
に
影
印
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
但
し
こ
の
本
も
、
兼
良
の
自
筆
と
は
見
な
せ
ず
、
ま
た
本
文
も
、
兼
良
筆

本
は
愚
見
抄
所
引
本
文
と
同
様
、
基
本
的
に
武
田
本
系
統
の
本
文
に
近
い
が
、
鉄
心

斎
本
は
天
福
本
系
統
と
の
一
致
が
多
く
、
兼
良
と
の
関
係
は
薄
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
本
な
の
で
、
今
回
の
検
討
か
ら
は
省
く
。 
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四
、
本
文
対
校 

  

で
は
、
本
文
対
校
を
行
い
、
異
同
に
つ
い
て
確
認
し
て
ゆ
く
。
時
雨
亭
本
に
兼
良

自
筆
が
存
す
る
下
巻
の
み
を
対
象
と
し
て
調
査
し
た
。 

（
一
）
藤
房
本
と
の
一
致
箇
所 

 

注
目
さ
れ
る
の
は
、
愚
見
抄
の
独
自
本
文
が
藤
房
本
と
一
致
す
る
箇
所
が
散
見
す

る
こ
と
で
あ
る
。 

【
六
〇
段
】 

［
時
雨
亭
本
］ 

 
 

こ
の
お
と
こ
、
う
さ
の
つ
か
ひ
に
て
人
の
国
へ
い
き
け
る
に
、 

 

初
稿
本
か
ら
刈
谷
本
・
武
井
本
ま
で
、
愚
見
抄
で
は
同
じ
本
文
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
箇
所
の
本
文
は
、
武
田
本
で
は
「
こ
の
男
、
う
さ
の
つ
か
ひ
に
て
い
き
け
る
に
」

と
な
っ
て
お
り
、
天
福
本
他
、『
伊
勢
物
語
』
諸
本
で
一
貫
し
て
い
る
。
天
理
本
・
佐

渡
博
本
・
堯
孝
本
も
「
い
き
け
る
に
」
。
そ
の
中
で
、
藤
房
本
の
み
が
、
以
下
の
本
文

を
有
す
る
の
で
あ
る
。 

［
藤
房
本
］ 

こ
の
をお

と
こ
、
う
さ
の
つ
か
ひ
に
〈て

人
の
く
に
へ
〉
い
き
〈
た
り
〉
け
る
に 

 

〈 

〉
内
は
見
せ
消
ち
、
以
下
同
。
傍
記
と
見
せ
消
ち
が
入
り
、
錯
綜
す
る
本
文

を
有
す
る
が
、
見
せ
消
ち
前
に
「
人
の
国
へ
」
と
い
う
本
文
を
持
つ
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
な
お
「
人
の
国
へ
」
と
い
う
本
文
を
持
つ
の
は
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
加
藤
洋

介
『
伊
勢
物
語
校
異
集
成
』
（
平
28
・
和
泉
書
院
。
以
下
、
加
藤
著
書
と
略
）
に
よ

る
と
、
藤
房
本
の
み
で
あ
る
。 

 

藤
房
本
と
の
関
わ
り
が
窺
わ
れ
る
箇
所
を
、
以
下
に
挙
げ
る
。 

【
七
七
段
】 

［
時
雨
亭
本
］ 

い
ま
み
れ
は
よ
く
も
あ
ら
さ
り
け
り
。
そ
の
か
み
こ
れ
や
ま
さ
り
け
ん
。
あ
は

れ
か
り
け
り
。 

 

愚
見
抄
諸
本
の
中
で
も
異
同
が
あ
る
。
時
雨
亭
本
と
同
じ
本
文
を
持
つ
の
は
、
鉄

心
斎
本
と
刈
谷
本
で
、
田
中
本
は
「
そ
の
か
み
は
こ
れ
や
」
、
武
井
本
は
「
そ
の
か
み

や
」
と
な
っ
て
い
る
。 

 

武
田
本
で
は
「
そ
の
か
み
は
こ
れ
や
」
、
武
田
本
・
天
福
本
以
下
の
諸
本
お
よ
び
天

理
本
・
佐
渡
博
本
・
堯
孝
本
も
同
じ
で
あ
る
。
一
方
、
藤
房
本
は
、
時
雨
亭
本
・
鉄

心
斎
本
・
刈
谷
本
と
一
致
す
る
。 

［
藤
房
本
］ 

い
ま
見
れ
は
よ
く
も
あ
ら
さ
り
け
り
。
そ
の
か
み
こ
れ
や
ま
さ
り
け
む
。
あ
は

れ
か
り
け
り
。 

 

「
そ
の
か
み
こ
れ
や
」
の
本
文
を
持
つ
の
は
、
加
藤
著
書
に
よ
る
と
藤
房
本
の
み

で
あ
る
。 

【
八
二
段
】 

昔
こ
れ
た
か
の
み
こ
と
申
み
こ
お
は
し
ま
し
け
り
。
山
さ
き
の
あ
な
た
に
、
み

な
せ
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
所
あ
り
け
り
。 

 

初
稿
本
・
武
井
本
に
は
該
当
箇
所
の
引
用
無
し
。
刈
谷
本
で
も
「
と
こ
ろ
」
と
な
っ

て
い
る
。
武
田
本
・
天
福
本
以
下
の
諸
本
お
よ
び
天
理
本
・
佐
渡
博
本
・
堯
孝
本
「
宮
」
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で
あ
る
が
、
藤
房
本
の
み
が
愚
見
抄
と
一
致
す
る
本
文
を
持
つ
。 

［
藤
房
本
］ 

む
か
し
こ
れ
た
か
の
み
こ
と
申
み
こ
お
は
し
ま
し
け
り
。
山
さ
き
の
あ
な
た
に

み
な
せ
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
〈
み
や

所

〉
あ
り
〈
て
〉

け
り

。 

 

以
上
、
愚
見
抄
の
本
文
が
、
藤
房
本
の
独
自
本
文
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
兼
良

が
藤
房
本
の
本
文
を
参
看
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
箇
所
を
挙
げ
た
。
藤
房
本
の
み
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
藤
房
本
を
含
む
ご
く
少
数
の
諸
本
に
し
か
見
い
だ
せ
な
い

本
文
が
愚
見
抄
と
一
致
す
る
箇
所
は
、
他
に
も
「
二
条
の
后
の
、
ま
た
春
宮
の
御
や

す
所
と
申
け
る
時
」
（
七
六
段
、
諸
本
「
み
や
す
ん
所
」
）
、
「
木
の
枝
に
つ
け
て
、
た

う
の
ま
へ
に
た
て
れ
は
」（
七
七
段
、
諸
本
「
た
て
た
れ
は
）
、「
か
り
は
ね
ん
こ
ろ
に

せ
て
、
さ
け
を
の
み
の
み
つ
ゝ
」（
八
二
段
、
諸
本
「
ね
む
こ
ろ
に
も
せ
て
）
、「
ひ
と

つ
こ
に
さ
へ
あ
り
け
れ
は
、
い
と
か
な
し
う
し
給
ふ
け
り
」（
八
四
段
、
諸
本
「
し
給

ひ
け
り
）
が
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
例
か
ら
、
兼
良
が
愚
見
抄
に
引
く
物
語
本
文
に
、
藤
房
本
が
色
濃
く
影

響
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

（
二
）
初
稿
本
か
ら
再
稿
本
へ
の
本
文
変
更
と
藤
房
本 

 

初
稿
本
か
ら
再
稿
本
へ
と
展
開
す
る
上
で
、
兼
良
が
本
文
を
再
検
討
し
て
い
る
箇

所
が
あ
る
。
そ
の
展
開
の
上
に
、
藤
房
本
が
関
わ
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
箇
所
を

挙
げ
る
。 

 

ま
ず
は
、
六
五
段
の
例
を
挙
げ
る
。 

【
六
五
段
①
】 

［
田
中
本
］ 

…
…
仏
の
御
名
を
御
心
に
入
て
、
御
こ
ゑ
い
と
た
う
と
く
て
、 

［
時
雨
亭
本
］ 

…
…
仏
の
御
な
を
御
心
に
入
て
、
御
こ
ゑ
は
い
と
た
う
と
く
て
申
た
ま
ふ
を
、 

 

田
中
本
と
同
じ
本
文
を
持
つ
の
が
鉄
心
斎
本
と
武
井
本
で
、
と
も
に
「
御
声
」
と

な
っ
て
お
り
、
一
方
、
刈
谷
本
は
時
雨
亭
本
と
同
じ
く
「
御
声
は
」
の
本
文
で
あ
る
。 

 

武
田
本
「
御
こ
ゑ
は
」
以
下
、
天
福
本
ほ
か
の
諸
本
、
お
よ
び
天
理
本
・
佐
渡
博

本
・
堯
孝
本
で
も
同
様
で
あ
る
が
、
諸
本
の
中
で
藤
房
本
の
み
に
、
初
稿
本
・
武
井

本
の
「
御
声
」
と
一
致
す
る
本
文
が
見
ら
れ
る
。 

［
藤
房
本
］ 

…
…
仏
の
御
な
を
御
心
に
い
れ
て
、
御
こ
ゑ
い
と
た
う
と
く
て
申
た
ま
ふ
を
、 

 

傍
記
で
「
は
」
が
あ
る
が
、
本
行
の
本
文
は
「
御
こ
ゑ
」
で
あ
る
。
加
藤
著
書
に

よ
る
と
、
「
は
」
を
持
た
な
い
本
文
は
、
こ
の
藤
房
本
の
み
で
あ
る
。 

 

初
稿
本
の
段
階
で
は
、
兼
良
は
「
御
声
」
の
本
文
を
採
用
し
て
い
た
が
、
再
稿
本

へ
の
過
程
で
、
諸
本
お
よ
び
藤
房
本
傍
記
の
「
御
声
は
」
へ
と
変
更
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。 

 

次
の
例
は
、
同
じ
六
五
段
で
あ
る
が
、
逆
に
藤
房
本
を
参
照
し
て
変
更
し
た
ら
し

き
箇
所
で
あ
る
。
解
釈
と
も
関
わ
る
の
で
、
注
文
も
挙
げ
る
。 

【
六
五
段
②
】 

［
田
中
本
］ 

此
女
の
い
と
こ
の
御
や
す
所
女
を
ば
ま
か
で
さ
せ
て
く
ら
に
こ
め
て
し
ほ
り
給

ふ 

は 
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染
殿
后
の
在
所
を
ま
か
で
さ
せ
て
、
此
女
を
お
し
こ
め
て
を
か
れ
た
る
を
、

「
く
ら
に
こ
め
て
」
と
は
い
へ
り
。
…
… 

［
時
雨
亭
本
］ 

こ
の
女
の
い
と
こ
の
御
や
す
所
を
は
ま
か
て
さ
せ
て
、
く
ら
に
こ
め
て
し
ほ
り

た
ま
ふ
け
れ
は
、 

染
殿
の
后
の
御
在
所
を
ま
か
て
さ
せ
て
、
こ
の
女
を
お
し
こ
め
て
を
か
れ
た

る
を
、
「
く
ら
に
こ
め
て
」
と
は
い
へ
り
。
…
… 

 

武
井
本
は
田
中
本
と
同
じ
「
女
を
は
」
、
鉄
心
斎
本
・
刈
谷
本
は
時
雨
亭
本
と
同
じ

「
を
は
」
で
あ
る
。
初
稿
本
の
中
で
も
異
同
が
あ
る
が
、
武
井
本
で
も
「
女
を
は
」

で
あ
る
の
で
、
兼
良
が
こ
の
本
文
を
採
用
し
た
こ
と
が
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
な

お
、
武
田
本
・
天
福
本
以
下
の
諸
本
お
よ
び
天
理
本
・
佐
渡
博
本
・
堯
孝
本
で
も
「
女

を
は
」
で
あ
る
。
一
方
、
藤
房
本
の
本
文
は
、「
を
は
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
加

藤
著
書
に
よ
る
と
、
他
に
「
を
は
」
の
本
文
を
持
つ
の
は
、
倉
野
憲
司
蔵
伝
明
融
筆

本
・
鉄
心
斎
文
庫
蔵
順
覚
奥
書
本
で
、
天
理
図
書
館
蔵
承
久
三
年
奥
書
本
は
「
を
は
」

に
「
女
を
は
」
の
傍
記
が
あ
る
。 

［
藤
房
本
］ 

こ
の
女
の
い
と
こ
の
み
や
す
所
を
は
ま
か
て
さ
せ
て
、
く
ら
に
こ
め
て
し
〈
をお

〉

り
た
ま
ふ
け
れ
は
、 

 

「
女
」
の
語
が
あ
る
か
無
い
か
に
よ
っ
て
、「
こ
の
女
の
い
と
こ
の
御
息
所
が
、
女

を
退
出
さ
せ
て
」
も
し
く
は
「
こ
の
女
の
い
と
こ
の
御
息
所
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
所
か

ら
退
出
さ
せ
て
」
、
つ
ま
り
「
御
息
所
」
を
女
を
退
出
さ
せ
る
主
語
と
取
る
か
、
場
所

と
取
る
か
、
解
釈
に
違
い
が
生
ず
る
箇
所
で
あ
る
。
注
文
は
初
稿
本
か
ら
中
間
本
、

再
稿
本
ま
で
一
貫
し
て
お
り
、
異
同
は
無
い
。
兼
良
は
一
貫
し
て
「
こ
の
女
の
い
と

こ
の
御
息
所
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
所
か
ら
退
出
さ
せ
て
」
の
意
で
解
釈
し
て
い
た
が
、

「
女
を
ば
」
の
本
文
だ
と
、
ど
こ
を
退
出
さ
せ
た
の
か
は
明
確
で
な
い
。
そ
の
た
め
、

一
度
は
「
女
を
ば
」
の
本
文
を
採
用
し
た
も
の
の
、
後
に
藤
房
本
の
持
つ
「
を
ば
」

の
本
文
に
決
定
し
た
、
と
い
う
過
程
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

次
は
、
注
文
の
増
増
と
関
わ
っ
て
本
文
が
決
定
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
兼
良

の
考
証
の
過
程
を
た
ど
る
た
め
に
、
五
本
の
愚
見
抄
の
本
文
を
比
較
し
て
検
討
す
る
。 

【
八
一
段
】 

［
田
中
本
］ 

い
た
じ
き
の
し
た
に
は
ひ
あ
り
き
て 

い
た
じ
き
の
下
に
は
ひ
あ
り
く
は
、
御
子
た
ち
に
を
そ
れ
を
な
し
た
る
心
に

い
へ
る
に
や
。 

［
鉄
心
斎
本
］ 

い
た
し
き
の
下
に
は
ひ

ミ
ヤ
ヒ
カ

あ
り
き
て 

板
敷
の
し
た
に
は
ひ
あ
り
く
は
、
御
子
達
に
恐
を
な
し
た
る
に
い
へ
る
に
や
。 

［
武
井
本
］ 

い
た
い
し
き
の
し
た
に
は
ひ
あ
り
き
て 

い
た
し
き
の
下
に
は
ひ
あ
り
く
は
、
御
子
た
ち
に
お
そ
れ
を
な
し
た
る
心
に

い
へ
る
に
や
。 

［
刈
谷
本
］ 

い
た
し
き
の
下
に
は
ひ
あ
り
き
て
、
人
に
み
な
よ
ま
せ
は
て
ゝ
よ
め
る 

い
た
し
き
の
下
に
は
ひ
あ
り
く
は
、
御
子
た
ち
に
お
そ
れ
を
な
し
た
る
心
に
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い
へ
る
に
や
。 

［
時
雨
亭
本
］ 

い
た
い
し
き
の
し
た
に
は
ひ
あ
り
き
て 

い
た
い
し
き
は
、
板
し
き
也
。
下
に
は
ひ
あ
り
く
は
、
御
子
た
ち
に
お
そ
れ

を
な
し
た
る
心
な
る
へ
し
。 

 

初
稿
本
・
刈
谷
本
で
は
「
い
た
し
き
」
、
武
井
本
・
再
稿
本
で
は
「
い
た
い
し
き
」

と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
箇
所
は
、
武
田
本
系
統
で
は
「
い
た
し
き
」・
天
福
本
系
統
で
は
「
た
い
し
き
」

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
諸
本
間
で
も
本
文
異
同
が
錯
綜
す
る
箇
所
で
あ
る
。
武
井
本
・

時
雨
亭
本
の
「
い
た
い
し
き
」
の
本
文
を
有
す
る
本
も
少
な
く
は
な
い
が
、
藤
房
本

で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

［
藤
房
本
］ 

い
た
し

い

き
の
し
た
に
ゐ
あ

は
ひ

り
き
て 

 

武
井
本
・
時
雨
亭
本
の
本
文
は
、
藤
房
本
の
傍
記
本
文
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
藤
房
本
で
参
看
さ
れ
て
い
る
堯
孝
本
も
「
い
た
い
し

イ
無

き
」
と
い
う

本
文
を
有
し
て
い
る
。
天
理
本
は
「
い
た
し
き
」
。
佐
渡
博
本
は
後
述
す
る
。 

 

な
お
、
採
用
す
る
本
文
の
変
更
に
伴
い
、
注
文
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
初
稿
本
・

中
間
本
で
は
、
板
敷
の
下
を
這
い
歩
く
と
い
う
表
現
に
込
め
ら
れ
た
心
情
を
説
明
す

る
文
章
で
同
文
で
あ
る
が
、
再
稿
本
に
な
る
と
、「
い
た
い
し
き
」
の
本
文
を
採
っ
て
、

そ
れ
が
板
敷
の
意
で
あ
る
と
い
う
説
明
が
加
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
い
た
い
し
き
」

の
本
文
を
採
用
し
た
と
い
う
明
確
な
意
識
が
注
文
に
表
れ
て
い
る
。
本
文
の
変
更
と

注
文
の
増
補
が
連
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

【
九
九
段
】 

［
田
中
本
］ 

右
近
の
馬
場
の
ひ
を
り
の
日 

…
…
左
近
右
近
の
馬
場
に
て
、
近
衛
の
と
ね
り
共
馬
に
乗
て
弓
を
い
る
事
也
。

…
…
五
日
は
左
近
の
ま
て
づ
か
ひ
、
六
日
は
右
近
の
ま
て
づ
か
ひ
也
。 

［
鉄
心
斎
本
］ 

右
近
馬
場
の
ひ
を
り
の
日 

…
…
左
近
の
馬
場
に
て
、
近
衛
の
と
ね
り
共
馬
に
乗
て
弓
を
い
る
事
あ
り
。

…
…
五
日
は
左
近
の
ま
て
つ
か
ひ
、
六
日
は
右
近
の
ま
て
つ
か
ひ
也
。 

［
武
井
本
］ 

右
近
の
馬
場
の
ひ
を
り
の
日 

 

…
…
左
近
右
近
の
馬
場
に
て
、
近
衛
の
舎
人
と
も
馬
に
乗
て
弓
を
い
る
事
あ

り
。
…
…
五
日
は
左
近
の
ま
て
つ
か
ひ
、
六
日
は
右
近
の
ま
て
つ
か
ひ
也
。 

［
刈
谷
本
］ 

昔
、
左
近
の
馬
場
の
ひ
を
り
の
日
、
（
以
下
略
） 

 

…
…
左
近
右
近
の
む
ま
は
に
て
、
近
衛
の
と
ね
り
と
も
む
ま
に
の
り
て
弓
を

い
る
事
あ
り
。
…
…
五
日
は
左
近
の
ま
て
つ
か
ひ
、
六
日
は
右
近
の
ま
て
結

也
。 

［
時
雨
亭
本
］ 

左
近
の
馬
場
の
ひ
を
り
の
日 

と
し
こ
と
の
五
月
に
、
左
近
右
近
の
む
ま
は
に
て
、
近
衛
の
と
ね
り
と
も
、

む
ま
に
の
り
て
弓
を
い
る
事
あ
り
。
…
…
五
日
は
左
近
の
ま
て
つ
か
ひ
、
六
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日
は
右
近
の
ま
て
つ
か
ひ
也
。
…
…
左
近
の
ひ
を
り
は
五
日
の
事
な
る
へ
し
。

…
… 

 

初
稿
本
・
武
井
本
で
は
「
右
近
」
、
刈
谷
本
・
時
雨
亭
本
で
は
「
左
近
」
と
異
同
が

あ
る
。
武
田
本
・
天
福
本
以
下
の
諸
本
お
よ
び
天
理
本
・
佐
渡
博
本
・
堯
孝
本
で
は

「
右
近
」
、
藤
房
本
で
は
「
左
近
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
加
藤
著
書
に
よ
る
と
、
他

に
は
大
島
本
系
統
の
神
宮
文
庫
本
・
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
・
谷
森
本
が
「
さ
こ
」
と

す
る
。 

 

こ
の
箇
所
に
関
す
る
注
文
は
、
初
稿
本
か
ら
中
間
本
ま
で
は
同
文
で
あ
る
が
、
再

稿
本
に
至
っ
て
増
補
が
見
ら
れ
る
。
初
稿
本
・
中
間
本
の
注
文
で
は
、
左
近
右
近
の

ひ
お
り
に
つ
い
て
等
し
く
注
釈
を
加
え
て
い
る
。
再
稿
本
で
は
ひ
お
り
に
つ
い
て
の

注
文
も
増
加
し
て
い
る
（
長
大
な
の
で
省
略
し
た
）
が
、
注
目
す
べ
き
は
波
線
部
で
、

こ
の
章
段
は
五
月
五
日
の
左
近
の
ひ
お
り
の
日
の
出
来
事
で
あ
る
、
と
記
し
て
い
る

部
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
兼
良
は
、
初
稿
本
の
段
階
で
は
「
右
近
」
の
本
文
を
採
っ
て

い
た
が
、
刈
谷
本
を
経
て
最
終
的
に
は
再
稿
本
で
「
左
近
」
の
本
文
を
採
り
、
そ
の

本
文
と
日
付
で
解
釈
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。 

 

こ
の
項
で
は
初
稿
本
か
ら
再
稿
本
へ
の
展
開
と
藤
房
本
と
の
関
わ
り
を
示
し
て
き

た
。
最
後
に
、
兼
良
自
筆
本
の
残
ら
な
い
上
巻
で
は
あ
る
が
、
次
の
箇
所
を
取
り
上

げ
る
。 

【
九
段
】 

［
時
雨
亭
本
］ 

舟
こ
そ
り
て
な
き
に
け
り
。 

 

舟
の
う
ち
の
人
、
こ
そ
り
て
み
な
ゝ
き
け
る
也
。 

其
河
を
わ
た
り
て
す
き
て
い
く
。 

 

此
下
定
家
卿
自
筆
本
無
之
。 

 

こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
田
中
宗
作

（
９
）

は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。 

「
そ
の
河
を
わ
た
り
す
ぎ
て
い
く
」
の
一
文
は
、
現
存
諸
本
中
塗
籠
本
の
み
に

あ
る
、 

そ
の
河
渡
す
ぎ
て
京
に
見
し
あ
ひ
て
、
物
語
し
て
こ
と
づ
て
や
あ
る
と
い
ひ

け
れ
ば
、 

み
や
こ
人
い
か
ゞ
と
と
は
ゞ
や
ま
た
か
み
は
れ
ぬ
雲
井
に
わ
ぶ
と
こ
た

へ
よ 

と
す
る
一
段
（
第
九
段
の
次
に
入
る
）
に
関
係
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。 

 

し
か
し
こ
の
箇
所
は
、
藤
房
本
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。
片
桐
・
鈴
木
解
説
も
、

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
藤
房
本
と
の
一
致
を
指
摘
し
て
い
る
。
藤
房
本
の
書
写
形
式

に
則
し
て
翻
刻
す
る
。 

［
藤
房
本
］ 

…
…
ふ
ね
こ
そ
り
て
なな

き
に
け
り
。
そ
の

河
を
わ

或
本
上
下
無
之

た
り
す
き
て
い
く
。
京
に
み

し
人
あ
ひ
て
物
か
た
り
し
て
、
こ
と
つ
け
や
あ
る
と
い
ひ
け
れ
は
、 

 
 

 
 

宮
こ

人
い
か
ゝ
と
ゝ
は
ゝ
み
ね
た
か
み
は
れ
ぬ
雲
井
に
わ
ふ
と
こ
た
へ
よ

と
な
ん
い
ひ
け
る 

 

「
そ
の
河
を
…
…
」
の
右
肩
に
朱
の
合
点
が
付
さ
れ
て
お
り
、
章
段
が
改
ま
る
こ

と
か
、
内
容
に
展
開
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、「
ふ
ね
こ
そ
り
て
な
き
に
け
り
」

か
ら
改
行
せ
ず
に
続
け
て
い
る
。
「
或
本
上
下
無
之
」
の
下
に
、
朱
で
傍
記
が
あ
り
、



 18 

影
印
で
は
判
読
が
困
難
で
は
あ
る
が
、「
定
家
卿
自
筆
本
無
之
」
と
読
め
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。 

 

さ
て
、
物
語
の
全
文
を
引
用
す
る
刈
谷
本
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

［
刈
谷
本
］ 

舟
こ
そ
り
て
な
き
に
け
り
。
そ
の
川
を
わ
た
り

此
下
定
家
自
筆
本
無
之

過
て
行
。
京
ニ

見
し
人
あ
ひ
て

物
か
た
り
し
て
、
こ
と
つ
け
や
あ
る
と
い
ひ
け
れ
は 

宮
こ
人
い
か
ゝ
と
と
は
ゝ
み
ね
た
か
み
は
れ
ぬ
雲
井
に
わ
ふ
と
、
と
な
ん

い
ひ
け
る
。
舟
の
う
ち
の
人
、
こ
そ
り
て
な
き
け
る
也
。 

 

物
語
本
文
と
注
文
の
切
れ
目
に
不
審
が
あ
る
が
、「
そ
の
河
を
わ
た
り
す
ぎ
て
い
く
。

…
…
」
の
文
章
が
本
文
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
箇
所
は
、
加
藤
著
書
に
よ
る
と
、
塗
籠
本
・
藤
房
本
の
他
に
も
、
天
理
図
書

館
蔵
伝
為
家
筆
本
第
二
部
も
同
様
の
本
文
を
有
す
る
（
天
理
本
・
佐
渡
博
本
・
堯
孝

に
は
こ
の
本
文
は
無
い
）
。
藤
房
本
の
み
の
独
自
本
文
で
な
い
と
は
い
え
、
特
異
な
本

文
を
共
有
し
て
い
る
点
、
そ
し
て
そ
の
注
記
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
目
さ
れ

る
。 

 

ち
な
み
に
こ
の
箇
所
は
、
愚
見
抄
初
稿
本
で
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

［
田
中
本
］ 

舟
こ
ぞ
り
て

な
き

（
鉄
・
刈
「
な
き
に
」
）

け
り
。 

 

此
下
定
家
自
筆
本
無
之
。 

 

舟
の
う
ち
の
人
こ
ぞ
り
て
な
き
け
る
也
。 

 

注
文
は
鉄
心
斎
本
で
も
文
字
遣
い
の
違
い
は
あ
る
が
同
文
で
あ
る
。
武
井
本
も
、

「
此
下
定
家
卿
自
筆
本
ニ
無
之
」
を
割
注
に
し
て
い
る
他
は
同
文
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
兼
良
は
、
初
稿
本
の
時
点
で
、「
舟
こ
ぞ
り
て
な
き
に
け
り
」
以
下
に
、
定

家
本
に
無
い
本
文
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
つ
つ
も
、
積
極
的
に
そ
の
本
文
を

採
用
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
初
稿
本
か
ら
再
稿
本
へ
の
過
程
で
、
少
な
く
と

も
中
間
本
の
刈
谷
本
の
段
階
で
、
嘉
吉
三
年
に
校
合
し
た
藤
房
本
の
本
文
を
採
用
し

て
愚
見
抄
に
取
り
入
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

藤
房
本
は
、
奥
書
に
よ
る
と
定
家
本
系
統
に
属
す
る
一
本
で
あ
る
が
、
本
文
は
天

福
本
・
武
田
本
と
も
異
な
る
別
本
系
統
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
本
で
あ
る
。

こ
う
し
た
特
異
な
性
質
を
持
つ
藤
房
本
が
、
愚
見
抄
に
も
色
濃
く
影
響
の
跡
を
留
め

て
い
る
こ
と
に
は
注
目
さ
れ
る
。
先
掲
の
池
田
亀
鑑
に
よ
る
指
摘
に
、「
こ
れ
は
桃
花

房
の
家
本
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
大
体
流
布
本
の
如
く
思
は
れ
、

嘉
吉
校
合
本
を
底
本
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
愚
見
抄
の
本
文
も
亦
同
様
で
あ
る
点

か
ら
見
る
と
、
兼
良
の
勢
語
本
文
に
対
す
る
考
へ
は
、
随
時
展
開
し
た
も
の
と
思
は

れ
る
」（
傍
線
、
引
用
者
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
「
嘉
吉
校
合
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の

が
藤
房
本
の
こ
と
で
あ
る
。
兼
良
筆
の
『
伊
勢
物
語
』
諸
本
お
よ
び
愚
見
抄
が
、
藤

房
本
を
底
本
と
し
て
は
い
な
い
こ
と
は
、
池
田
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

藤
房
本
に
見
い
だ
せ
る
特
異
な
本
文
が
愚
見
抄
に
反
映
し
て
い
る
の
は
、
検
討
し
て

き
た
こ
と
か
ら
充
分
に
窺
わ
れ
る
。
四
十
代
の
時
に
校
合
・
補
写
し
た
藤
房
本
は
、

兼
良
の
伊
勢
物
語
研
究
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
参
看
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。 

 

（
三
）
兼
良
自
筆
本
と
愚
見
抄 

 

愚
見
抄
の
本
文
が
、『
伊
勢
物
語
』
諸
本
に
お
い
て
、
兼
良
自
筆
本
と
一
致
す
る
箇
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所
に
つ
い
て
、
ま
ず
天
理
本
か
ら
見
る
と
、
以
下
の
箇
所
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

【
一
〇
七
段
】 

［
時
雨
亭
本
］ 

つ
れ
〳
〵
の
な
か
め
に
ま
さ
る
な
み
た
川
袖
の
み
ぬ
れ
て
あ
ふ
よ
し
も
な
し 

 

愚
見
抄
諸
本
、「
袖
の
み
ぬ
れ
て
」
で
一
貫
し
て
い
る
。
武
田
本
・
天
福
本
で
は
「
袖

の
み
ひ
ち
て
」
、
藤
房
本
・
佐
渡
博
本
で
も
「
袖
の
み
ひ
ち
て
」
で
、
堯
孝
本
で
は
「
ぬ

れ
」
を
擦
り
消
し
て
「
ひ
ち
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
天
理
本
の
本
文
は
「
そ
て
の
み

ぬ
れ
て
」
で
愚
見
抄
と
一
致
す
る
。 

 

「
袖
の
み
ぬ
れ
て
」
の
本
文
は
、
天
理
本
の
他
に
も
、
加
藤
著
書
に
よ
る
と
最
福

寺
本
・
大
阪
府
立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
図
書
館
蔵
伝
兼
好
筆
本
・
広
島
大
学
図

書
館
蔵
永
禄
八
年
幽
斎
本
・
鉄
心
斎
文
庫
蔵
三
井
家
旧
蔵
本
・
塗
籠
本
に
見
ら
れ
る
。 

 

た
だ
し
天
理
本
と
の
本
文
一
致
で
注
目
さ
れ
る
箇
所
は
こ
の
例
の
み
で
、
他
に
は

特
に
見
い
だ
せ
な
い
。
愚
見
抄
と
の
本
文
一
致
は
、
佐
渡
博
本
に
よ
り
多
く
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
る
。 

【
一
二
三
段
】 

［
時
雨
亭
本
］ 

野
と
な
ら
は
う
つ
ら
と
な
り
て
な
き
を
ら
ん
か
り
に
た
に
や
は
君
か
こ
さ
ら
ん 

 

田
中
本
の
み
「
君
は
こ
ざ
ら
ん
」
で
、
鉄
心
斎
本
・
武
井
本
・
刈
谷
本
で
は
時
雨

亭
本
と
同
じ
「
君
か
こ
さ
ら
ん
」
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
武
田
本
・
天
福
本
で
は

「
君
は
こ
さ
ら
む
」
で
、
藤
房
本
・
堯
孝
本
・
天
理
本
で
も
「
き
み
は
こ
さ
ら
む
」
。

古
本
系
で
「
君
か
こ
さ
ら
む
」
の
本
文
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
兼
良
関
連
の
本

に
お
い
て
は
佐
渡
博
本
の
み
が
「
君
か
こ
さ
ら
む
」
で
愚
見
抄
と
一
致
す
る
。 

 

ま
た
、
次
の
六
九
段
の
本
文
に
も
注
目
さ
れ
る
。 

【
六
九
段
】 

［
時
雨
亭
本
］ 

か
き
く
ら
す
心
の
や
み
に
ま
よ
ひ
に
き
夢
う
つ
ゝ
と
は
よ
人
さ
た
め
よ 

 

愚
見
抄
諸
本
で
は
一
貫
し
て
「
よ
人
さ
た
め
よ
」
。
こ
の
箇
所
は
、
武
田
本
・
天
福

本
で
も
「
こ
よ
ひ
さ
た
め
よ
」
に
「
一
説
よ
ひ
と
」
と
傍
記
が
あ
り
、
多
く
の
諸
本

が
傍
記
で
二
説
を
並
記
す
る
。
藤
房
本
も
「
こ
よ
ひ
さ
た
め
よ
」
に
「
一
説
ヨ
ヒ
ト

呼
人
世
人
余
人
説
ニ
不
同
口
伝
也
」
と
注
記
し
、
堯
孝
本
も
「
こ
よ
ひ
さ
た
め
よ
」

に
「
一
説
よ
ひ
と
呼
戸
世
人
余
人
説
々
不
同
口
伝
也
」
の
朱
の
傍
記
と
「
イ
本
一
説

ヨ
ヒ
ト
ヽ
ハ
カ
リ
ア
リ
」
と
墨
の
注
記
が
あ
る
。
一
方
、「
よ
人
さ
た
め
よ
」
の
本
文

の
み
を
持
つ
本
は
古
本
系
に
も
見
ら
れ
る
が
、
佐
渡
博
本
も
「
よ
人
さ
た
め
よ
」
で

あ
る
。
天
理
本
は
「
こ
よ
ゐ
さ
た
め
よ
」
。 

 

次
の
箇
所
は
、
愚
見
抄
と
藤
房
本
・
佐
渡
博
本
の
本
文
が
一
致
す
る
箇
所
で
あ
る
。 

【
六
八
段
】 

［
時
雨
亭
本
］ 

か
り
な
き
て
菊
の
花
さ
く
秋
は
あ
れ
と
春
は
う
み
へ
に
住
よ
し
の
は
ま 

 

刈
谷
本
は
「
春
の
」
と
す
る
が
、
武
井
本
は
時
雨
亭
本
と
同
じ
く
「
春
は
」
で
あ

る
（
初
稿
本
に
は
該
当
箇
所
本
文
ナ
シ
）
。
武
田
本
・
天
福
本
で
は
「
春
の
」
、
堯
孝

本
・
天
理
本
も
「
は
る
の
」
で
あ
る
。「
春
は
」
は
塗
籠
本
他
の
古
本
系
に
見
ら
れ
る

本
文
で
あ
る
が
、
藤
房
本
・
佐
渡
博
本
も
「
は
る
は
」
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
佐
渡
博
本
と
の
一
致
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
愚
見
抄
の
初
稿
本
か

ら
再
稿
本
へ
の
過
程
で
物
語
本
文
が
見
直
さ
れ
た
箇
所
に
お
い
て
、
再
稿
本
と
佐
渡
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博
本
の
本
文
が
一
致
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
先
の
項
目
で

挙
げ
た
八
一
段
の
「
い
た
い
し
き
」
の
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
は
、
佐
渡
博
本

も
「
い
た
い
し
き
」
の
本
文
を
有
し
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
初
稿
本
の

段
階
で
は
「
い
た
し
き
」
、
刈
谷
本
も
「
い
た
し
き
」
、
武
井
本
と
再
稿
本
で
は
「
い

た
い
し
き
」
で
あ
り
、
再
稿
本
の
段
階
で
「
い
た
い
し
き
と
は
板
敷
也
」
と
い
う
注

文
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
再
稿
本
で
は
明
確
に
「
い
た
い
し
き
」
の
本
文
を

採
用
し
た
と
い
う
過
程
が
窺
わ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
佐
渡
博

本
で
も
「
い
た
い
し
き
」
の
本
文
を
有
し
て
い
る
点
に
は
注
目
さ
れ
る
。 

 

佐
渡
博
本
と
愚
見
抄
、
お
よ
び
藤
房
本
と
の
本
文
の
一
致
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
は

そ
れ
が
再
稿
本
に
お
け
る
本
文
変
更
と
も
連
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
佐

渡
博
本
が
、
初
稿
本
か
ら
再
稿
本
の
間
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
佐
渡
博
本
の
親
本
が
堯
孝
本
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を

藤
島
綾

（
10
）

が
指
摘
し
て
い
る
が
、
佐
渡
博
本
の
書
写
を
通
じ
て
、
兼
良
が
藤
房
本
の
本

文
に
立
ち
返
っ
て
検
討
し
、
そ
の
本
文
を
採
用
し
た
と
い
う
過
程
を
想
定
で
き
る
。

つ
ま
り
、
藤
房
本
お
よ
び
初
稿
本
以
来
採
用
し
て
き
た
物
語
引
用
本
文
を
、
再
度
検

討
す
る
資
料
と
し
て
、
佐
渡
博
本
の
本
文
が
働
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
四
）
他
本
と
の
関
わ
り 

 

以
上
、
藤
房
本
や
兼
良
自
筆
本
と
の
関
わ
り
か
ら
、
愚
見
抄
所
引
の
物
語
本
文
を

検
討
し
て
き
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
箇
所
も
散
見
す
る
。 

【
一
〇
二
段
】 

［
時
雨
亭
本
］ 

そ
む
く
と
て
雲
に
も
の
ら
ぬ
も
の
な
れ
と
世
の
う
き
事
そ
よ
そ
に
な
る
て
ふ 

【
一
〇
八
段
】 

［
時
雨
亭
本
］ 

夜
ゐ
〳
〵
に
か
わ
つ
の
あ
ま
た
な
く
田
に
は
水
こ
そ
ま
さ
れ
雨
は
ふ
ら
ね
と 

 

こ
の
二
箇
所
は
、
い
ず
れ
も
愚
見
抄
で
は
一
貫
し
た
本
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
物

語
諸
本
で
は
一
〇
二
段
「
雲
に
は
」・
一
〇
八
段
「
よ
ひ
ご
と
に
」
で
、
藤
房
本
・
天

理
本
・
佐
渡
博
本
・
堯
孝
本
も
同
様
で
あ
る
。
加
藤
著
書
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
の
箇

所
も
、
傍
記
が
入
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
は
い
え
、
諸
本
「
雲
に
は
」「
よ
ひ
ご
と

に
」
で
あ
る
と
い
う
点
に
異
同
は
無
い
。
つ
ま
り
、
「
雲
に
も
」
「
夜
ゐ
〳
〵
に
」
は

現
存
諸
本
に
は
見
い
だ
せ
な
い
、
愚
見
抄
の
独
自
本
文
で
あ
る
。 

 

以
下
は
、
少
数
の
諸
本
に
一
致
す
る
本
文
が
見
い
だ
せ
る
も
の
で
あ
る
。 

【
七
七
段
】 

［
時
雨
亭
本
］ 

右
の
む
ま
の
か
み
な
る
お
き
な
、
め
は
た
か
ひ
な
か
ら
よ
み
け
る
。 

 

愚
見
抄
で
は
一
貫
し
て
「
な
る
」
、
諸
本
で
は
「
な
り
け
る
」
で
あ
る
。
加
藤
著
書

に
よ
る
と
、「
な
る
」
の
本
文
を
持
つ
の
は
流
布
本
系
の
神
宮
徴
古
館
蔵
伝
飛
鳥
井
雅

俊
筆
本
の
み
。 

【
一
〇
九
段
】 

［
時
雨
亭
本
］ 

花
よ
り
も
人
こ
そ
あ
た
に
な
り
に
け
り
い
つ
れ
を
さ
き
に
こ
ひ
ん
と
か
せ
し 

 

初
稿
本
で
は
「
見
し
」
、
武
井
本
は
再
稿
本
と
同
じ
く
「
せ
し
」
、
刈
谷
本
は
「
せミ

し
」

と
傍
記
に
よ
り
二
種
の
本
文
を
併
記
す
る
。
再
稿
本
へ
の
過
程
で
本
文
が
変
更
さ
れ
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た
箇
所
で
あ
る
。
武
田
本
・
天
福
本
、
お
よ
び
藤
房
本
・
堯
孝
本
・
天
理
本
・
佐
渡

博
本
で
も
「
見
し
」
。
「
せ
し
」
の
本
文
を
持
つ
の
は
、
加
藤
著
書
に
よ
る
と
古
本
系

の
最
明
寺
蔵
時
頼
本
の
み
で
あ
る
。
初
稿
本
か
ら
中
間
本
の
間
で
、
古
本
系
の
本
文

を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。 

【
六
二
段
】 

［
時
雨
亭
本
］ 

い
に
し
へ
の
に
ほ
ひ
は
い
つ
ら
さ
く
ら
花
こ
け
る
か
こ
と
も
な
り
に
け
る
か
な 

に
ほ
ひ
は
い
つ
ら
は
、
匂
は
い
つ
く
へ
な
に
と
な
り
た
る
そ
、
い
ま
み
れ
は
、

花
を
こ
き
す
て
た
る
こ
と
く
に
な
り
た
る
と
、
此
女
の
心
か
し
こ
く
も
な
き

事
を
あ
さ
け
り
い
ふ
詞
也
。
…
… 

 

第
四
句
は
田
中
本
・
武
井
本
「
こ
け
る
か
こ
と
も
」
、
鉄
心
斎
本
「
こ
け
る
か
ら
と

も
」
、
刈
谷
本
は
当
該
章
段
を
含
む
箇
所
が
落
丁
し
て
お
り
不
明
で
あ
る
。
こ
の
箇
所

に
つ
い
て
の
注
文
は
初
稿
本
・
武
井
本
も
同
文
で
あ
る
（
た
だ
し
破
線
部
は
初
稿
本

に
は
無
い
）
。 

 

「
こ
け
る
か
ら
と
も
な
り
に
け
る
か
な
」
は
「
花
を
し
ご
き
落
と
し
た
枝、
（
＝
幹か

ら

）

と、
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
の
意
で
、「
こ
け
る
が
ご
と
も
な
り
に
け
る
か
な
」
だ
と
「
花

を
し
ご
き
落
と
し
た
よ
う
に

、
、
、
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
の
意
と
な
る
。
兼
良
は
波
線
部
に

「
花
を
し
ご
き
捨
て
た
よ
う
に
な
っ
た
と
」
と
注
し
て
お
り
、
注
文
に
沿
っ
た
本
文

が
「
こ
け
る
が
ご
と
も
」
で
あ
る
の
は
明
白
で
あ
る
。 

 

こ
の
箇
所
は
、
武
田
本
・
天
福
本
と
も
に
「
こ
け
る
か
ら
と
も
」
、
藤
房
本
・
天
理

本
・
佐
渡
博
本
・
堯
孝
本
も
同
じ
く
「
こ
け
る
か
ら
と
も
」
で
あ
る
。
加
藤
著
書
に

よ
る
と
、
古
本
系
・
根
源
本
系
に
属
す
る
本
に
「
こ
け
る
か
こ
と
も
」
の
本
文
を
持

つ
も
の
が
あ
る
。
管
見
に
入
る
兼
良
関
連
の
『
伊
勢
物
語
』
写
本
で
は
「
こ
け
る
か

ら
と
も
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
諸
本
か
ら
採
用
し
た
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
六
二
段
や
、
八
一
段
・
九
九
段
の
例
に
顕
著
な
よ
う
に
、
愚
見
抄
に
引
か
れ

る
物
語
本
文
は
、
兼
良
の
物
語
解
釈
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
愚
見
抄
所
引
の
本

文
が
、
ど
れ
か
一
本
に
依
る
も
の
で
は
な
く
、
兼
良
が
諸
本
を
参
看
し
た
研
究
成
果

の
反
映
で
あ
る
こ
と
は
、
田
中
お
よ
び
片
桐
・
鈴
木
解
説
が
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
武
田
本
系
統
の
定
家
本
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
の
み
に
依
拠
せ
ず
、
兼

良
が
諸
本
の
本
文
か
ら
採
る
べ
き
と
考
え
た
本
文
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
。
ま
た
単
純
に
、
藤
房
本
に
依
っ
て
、
も
し
く
は
、
何
ら
か
の
一
本
に

よ
っ
て
対
校
・
引
用
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
数
々
の
本
を
校
合
し
、
検
討
し
、
参
照

し
な
が
ら
、
解
釈
と
連
動
し
つ
つ
確
定
し
て
い
っ
た
本
文
が
、
愚
見
抄
の
中
に
引
か

れ
た
物
語
本
文
な
の
で
あ
る
。 

 

結
び
に 

  

現
在
知
ら
れ
る
も
の
以
外
に
も
兼
良
は
『
伊
勢
物
語
』
を
た
び
た
び
書
写
し
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
態
度
に
つ
い
て
も
、
自
身
の
研
究
の
た
め
に

書
写
す
る
の
か
、
ま
た
は
他
の
人
に
譲
る
た
め
に
書
き
写
す
の
か
、
加
え
て
誰
に
譲

る
の
か
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
書
写
態
度
に
は
違
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

兼
良
の
書
写
態
度
お
よ
び
研
究
と
の
密
着
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
四
十
二
歳
当

時
に
補
筆
し
、
校
合
を
加
え
た
藤
房
本
は
、
兼
良
に
と
っ
て
『
伊
勢
物
語
』
研
究
の

際
の
本
文
と
し
て
、
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
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佐
渡
博
本
も
、
兼
良
の
研
究
過
程
に
位
置
す
る
本
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。 

 
初
稿
本
か
ら
再
稿
本
へ
の
本
文
の
変
化
の
よ
り
詳
細
な
検
討
や
、
藤
房
本
に
書
き

込
ま
れ
た
膨
大
な
注
記
や
堯
孝
本
と
兼
良
の
研
究
と
の
関
係
、『
古
今
集
童
蒙
抄
』
と

の
関
連
な
ど
、
今
後
に
検
討
す
べ
き
課
題
は
山
積
す
る
が
、
小
稿
は
以
上
で
擱
筆
す

る
。 

 

〔
注
〕 

（
１
）
大
津
有
一
『
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究 

増
訂
版
』（
昭
29
初
版
・
宇
都
宮
書

店
、
昭
61
増
訂
版
・
八
木
書
店
）
第
二
章
第
一
「
一
條
兼
良
と
伊
勢
物
語
愚

見
抄
」
、
田
中
宗
作
『
伊
勢
物
語
研
究
史
の
研
究
』（
昭
40
・
桜
楓
社
）
所
収

「
伊
勢
物
語
愚
見
抄
の
成
長
―
初
稿
本
と
再
校
本
と
の
比
較
に
つ
い
て
の
報

告
―
」
、
武
井
和
人
『
一
条
兼
良
の
書
誌
的
研
究 
増
訂
版
』
（
昭
62
初
版
、

平
12
増
訂
版
・
お
う
ふ
う
）
第
３
章
第
３
節
「
伊
勢
物
語
愚
見
抄
」 

（
２
）
二
〇
一
七
昨
年
秋
に
開
催
し
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
特
別
展
示
『
伊
勢
物

語
の
か
が
や
き
』
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
、
こ
の
②
愚
見
抄
初
稿
本
の

解
説
を
担
当
し
た
の
は
筆
者
で
あ
る
が
、「
上
巻
の
み
で
あ
る
」
と
記
載
し
て

い
る
。
こ
の
記
述
は
他
の
資
料
と
混
同
し
た
誤
り
で
あ
り
、
上
下
巻
と
も
に

存
す
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
訂
正
す
る
。 

（
３
） 

ま
た
、
注
釈
本
文
に
お
い
て
も
、 

【
九
段
】 

ほ
と
ひ
に
け
り 

 

こ
れ
、
飯
か
泪
に
ほ
と
ひ
た
る
也
。 

【
二
段
】 

其
女
、
世
人
に
は
ま
さ
れ
り
け
り 

 

世
の
人
に
ま
さ
れ
る
と
い
へ
り
。
夢
現
と
は
よ
人
定
め
よ
と
よ
め
る
、
是
に

同
し
。 

 

其
人
カ
タ
チ
ヨ
リ
ハ

（
朱
・
行
間
補
入
）

、
心
サ
シ
マ
サ
リ
タ
リ
ケ
ル
。 

 

九
段
は
掲
出
部
分
全
て
が
、
二
段
は
片
仮
名
書
き
の
部
分
が
田
中
本
に
な
い

本
文
で
あ
る
。
二
段
の
例
は
朱
筆
で
行
間
に
補
入
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
再
稿
本
に
も
見
え
な
い
注
文
で
あ
る
の
で
、
性
質
に
つ
い
て
は
さ
ら

に
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
後
の
課
題
に
し
た
い
。 

（
４
）
前
掲
注
（
１
）
大
津
著
書 

（
５
）
前
掲
注
（
１
）
武
井
著
書
、
木
下
美
佳
「
刈
谷
市
中
央
図
書
館
蔵
『
伊
勢
物

語
愚
見
抄
』
の
位
置
付
け
」
（
『
中
古
文
学
』
82
、
平
20
・
12
） 

（
６
）
池
田
亀
鑑
「
伝
藤
原
藤
房
筆
別
本
伊
勢
物
語
の
本
文
に
つ
い
て
」（
中
古
国
文

学
叢
考
第
三
分
冊
『
和
歌
・
歌
物
語
・
日
記
・
説
話
に
関
す
る
論
考
』〈
昭
22
・

目
黒
書
店
〉
所
収
） 

（
７
）
前
掲
注
（
１
）
田
中
著
書 

（
８
）
前
掲
注
（
６
）
池
田
論
文
、
大
津
有
一
『
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究 

補
遺
・

索
引
・
図
録
篇
』（
昭
36
・
有
精
堂
出
版
）
、
福
井
貞
助
『
伊
勢
物
語
生
成
論
』

（
昭
40
・
有
精
堂
）
、
武
井
和
人
『
中
世
古
典
学
の
書
誌
学
的
研
究
』（
平
11
・

勉
誠
出
版
）
第
一
章
第
二
節
Ｂ
「
伊
勢
物
語
」
、
同
『
一
条
兼
良
の
書
誌
的
研

究 
増
訂
版
』
（
昭
62
初
版
、
平
12
増
訂
版
・
お
う
ふ
う
）
【
補
遺
】
Ⅲ
追
補

論
文
⑵
「
伝
藤
原
藤
房
筆
本
『
伊
勢
物
語
』
攷
―
奥
書
・
勘
注
を
め
ぐ
っ
て
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―
」
、
『
伊
勢
物
語 

伝
藤
原
藤
房
筆
本
』
（
平
10
・
古
典
文
庫
）
吉
田
幸
一

解
説 

（
９
）
前
掲
注
（
１
）
田
中
著
書

（
10
）
藤
島
綾
「
佐
渡
博
物
館
蔵
『
伊
勢
物
語
』
―
解
題
・
影
印
―
」（
『
調
査
研
究

報
告
』
30
、
平
22
・
３
） 

【
付
記
】 

 

本
稿
は
基
幹
研
究
「
鉄
心
斎
文
庫
蔵
伊
勢
物
語
資
料
の
基
礎
的
研
究
」
に
よ
る
成

果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
執
筆
に
際
し
、
資
料
な
ど
に
つ
い
て
藤
島
綾
先

生
か
ら
様
々
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
特
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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